
議
員

全
国
的
な
現
象
だ
が
、

中
心
商
店
街
に
空
き
店
舗
が

目
立
つ
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
十
三
年
度
末
に
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
中
で
商
店

街
が
行
う
事
業
、
行
政
が
取

り
組
む
事
業
な
ど
を
掲
げ
た
。

十
四
年
度
は
、
商
工
会
議
所

が
中
心
と
な
り
こ
の
基
本
計

画
に
基
づ
き
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想

（
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事

業
構
想
）
を
策
定
す
る
予
定

と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

経
済
部
長

商
工
会
議
所
に

よ
る
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
推
進
特
別

委
員
会
が
実
質
的
に
策
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
委
員

は
二
二
人
で
あ
り
、
そ
の
構

成
は
中
心
市
街
地
の
商
業
者
、

学
識
経
験
者
、
消
費
者
、
商

工
会
議
所
の
議
員
お
よ
び
市

職
員
で
あ
る
。
な
お
、
委
員

会
の
事
務
局
は
商
工
会
議
所

に
置
き
、
こ
こ
が
主
体
と
な

り
中
心
商
店
街
活
性
化
連
絡

会
議
や
行
政
機
関
等
と
の
合

意
を
図
り
つ
つ
、
具
体
的
な

実
施
事
業
を
推
進
特
別
委
員

会
に
提
案
し
て
い
く
形
を
と

る
。
委
員
会
は
、
第
一
回
目

を
五
月
十
日
に
開
催
し
、
今

後
五
回
程
度
予
定
し
て
い
る
。

実
施
事
業
の
内
容
や
種
別
、

実
施
予
定
者
、
区
域
や
実
施

時
期
な
ど
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
十
五
年
三
月
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構

想
と
し
て
市
へ
提
出
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

議
員

商
店
街
が
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構

想
に
本
気
で
取
り
組
む
こ
と

が
活
性
化
を
図
る
最
後
の
チ

ャ
ン
ス
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
今
後
の
商
業
を
担

う
後
継
者
の
参
画
が
不
可
欠

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

経
済
部
長

商
業
者
自
身
が

具
体
的
な
活
動
を
進
め
な
け

れ
ば
活
性
化
は
あ
り
得
な
い

と
思
っ
て
い
る
。そ
れ
に
は
、

若
い
商
業
者
が
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想

の
策
定
作
業
に
参
画
し
議
論

を
深
め
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
推
進
す
る
に
は
、
商
業

振
興
の
施
策
を
充
実
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
文
化
や
各
種

情
報
等
の
発
信
拠
点
と
し
て

の
機
能
や
再
開
発
に
よ
る
整

備
も
必
要
と
思
う
。
市
は
十

四
年
度
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
く
の
か
。

経
済
部
長

事
業
内
容
が
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
企
画
、

都
市
計
画
、
福
祉
関
係
等
の

関
連
す
る
部
署
か
ら
な
る
庁

内
中
心
市
街
地
活
性
化
調
整

会
議
を
設
置
し
た
。
今
後
、

こ
の
調
整
会
議
を
随
時
開
催

し
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
の
策
定
が

進
む
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る

事
業
と
行
政
が
進
め
る
事
業

と
の
す
り
合
わ
せ
や
調
整
を

図
り
、
よ
り
よ
い
事
業
実
施

に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員

駅
西
口
隣
接
地
へ
暫

定
的
に
自
転
車
と
バ
イ
ク
の

駐
輪
場
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
駅
周
辺
の
駐
輪
状

況
に
変
化
は
見
ら
れ
る
の
か
。

道
路
部
長

公
園
通
り
、
錦

町
公
園
南
側
、
み
ず
ほ
銀
行

前
で
は
自
転
車
、
バ
イ
ク
共

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
パ

ー
ル
ロ
ー
ド
で
も
バ
イ
ク
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、

自
転
車
の
駐
輪
は
以
前
よ
り

減
少
し
た
も
の
の
依
然
と
し

て
見
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
駅
西
口
駐
輪
場
の

整
備
は
大
き
な
成
果
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

議
員

駅
周
辺
に
乗
り
入
れ

る
自
転
車
、
バ
イ
ク
利
用
者

の
利
便
性
向
上
や
放
置
を
防

止
す
る
た
め
駐
輪
の
総
合
的

対
策
の
検
討
を
行
う
と
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
な
案
を
考
え

て
い
る
の
か
。

道
路
部
長

駅
西
口
駐
輪
場

は
暫
定
的
で
あ
り
、
駅
前
大

通
り
線
お
よ
び
宝
町
方
面
は

駐
輪
場
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
整
備
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
の
増
設
や
駅
周
辺
へ
の

自
転
車
乗
り
入
れ
減
少
に
向

け
郊
外
の
バ
ス
停
周
辺
に
駐

輪
場
確
保
等
も
進
め
た
い
。

議
員

厳
し
い
経
済
状
況
の

中
で
、
地
域
産
業
の
振
興
に

果
た
す
行
政
の
役
割
は
従
来

の
融
資
制
度
な
ど
に
加
え
、

企
業
が
求
め
て
い
る
も
の
を

的
確
に
把
握
し
、
企
業
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
企
業

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
行

っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

助
役

地
域
産
業
の
振
興
策

は
大
変
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
あ
り
、
各
産
業
分
野
を
網

羅
し
た
産
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
も
策
定
し
て
き
た
。
特
に

工
業
関
係
で
は
、
研
究
開
発

・
技
術
力
向
上
の
推
進
、
企

業
経
営
環
境
の
強
化
、
地
域

社
会
と
の
交
流
の
三
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
こ
れ
を
具
体
化
す

る
た
め
、
市
内
企
業
二
七
〇

社
へ
昨
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
企
業
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
た
。
ま
た
、
企
業

の
実
態
把
握
の
た
め
の
訪
問

計
画
を
立
て
て
お
り
、
今
年

度
は
製
造
業
を
中
心
に
約
三

三
〇
社
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

企
業
訪
問
で
は
ど
ん

な
点
に
力
を
入
れ
る
の
か
。

助
役

各
企
業
の
基
礎
的
な

デ
ー
タ
の
収
集
に
努
め
る
と

と
も
に
、
特
色
あ
る
技
術
や

製
品
の
把
握
、
産
・
学
・
公

共
同
研
究
等
支
援
事
業
の
ニ

ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

企
業
の
実
態
や
企
業
の
考
え

を
直
接
伺
い
、
今
後
の
施
策

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

議
員

新
産
業
の
創
出
や
既

存
産
業
に
お
け
る
新
技
術
、

新
製
品
の
開
発
を
行
う
た
め

に
は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
と

大
学
の
研
究
成
果
等
を
的
確

に
結
び
つ
け
て
い
く
、
い
わ

ゆ
る
産
・
学
・
公
の
連
携
が

重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

助
役

市
内
に
あ
る
東
海
大

学
、
神
奈
川
大
学
と
も
産
学

交
流
の
重
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
積
極
的
な
推
進
を
し

て
い
る
。
特
に
東
海
大
学
で

は
、
最
近
、
共
同
利
用
研
究

施
設
を
建
設
し
、
大
学
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
産
・
学

・
公
連
携
の
研
究
活
動
の
推

進
を
目
指
し
て
い
る
。現
在
、

大
学
と
の
連
携
を
希
望
す
る

企
業
が
九
社
あ
り
、こ
の
内
、

六
社
が
明
確
な
テ
ー
マ
を
持

ち
提
携
を
進
め
た
い
と
の
こ

と
な
の
で
、
ど
の
研
究
部
門

で
連
携
が
可
能
か
検
討
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
実
施
す
る
企
業
訪
問

で
も
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

企
業
と
大
学
と
の
調
整
を
行

う
考
え
で
あ
る
。

議
員

産
業
、
文
化
、
物
産
、

郷
土
芸
能
な
ど
幅
広
い
総
合

的
な
施
設
と
し
て
産
業
会
館

の
建
設
を
提
案
す
る
が
、
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

新
総
合
計
画
改

訂
基
本
計
画
で
は
、
産
業
の

活
性
化
を
目
的
に
総
合
産
業

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
を
位
置

づ
け
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け

た
産
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

核
と
な
り
、
各
種
産
業
情
報

の
取
得
や
企
業
の
情
報
化
に

関
す
る
相
談
お
よ
び
関
係
者

の
情
報
交
換
の
拠
点
整
備
を

位
置
づ
け
て
い
る
。
今
後
も

産
業
構
造
の
変
化
を
見
据
え
、

拠
点
施
設
の
内
容
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員

今
回
上
程
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
牛

海
綿
状
脳
症
関
連
緊
急
対
策

事
業
と
し
て
廃
用
牛
処
理
対

策
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
計
上
に
至
る
経
緯
を

伺
い
た
い
。

農
産
課
長

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
発

生
以
降
、
廃
用
牛
の
引
き
取

り
価
格
が
暴
落
し
た
。
廃
用

牛
を
出
荷
し
て
も
赤
字
と
な

る
た
め
出
荷
せ
ず
に
抱
え
て

い
る
農
家
が
多
く
、
新
し
い

牛
に
更
新
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
廃
用

牛
処
理
を
促
進
す
る
た
め
の

緊
急
措
置
と
し
て
計
上
し
た
。

議
員

補
助
金
の
算
出
根
拠

を
聞
き
た
い
。

農
産
課
長

国
で
は
本
年
二

月
か
ら
廃
用
牛
買
い
上
げ
推

進
事
業
を
開
始
し
、
廃
用
牛

を
一
頭
四
万
円
で
買
い
上
げ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
で
は

独
自
事
業
と
し
て
廃
用
牛
一

頭
の
処
理
に
対
し
て
二
万
円

を
補
助
す
る
こ
と
と
し
た
。

全
畜
産
農
家
を
訪
問
調
査
し
、

現
在
の
廃
用
牛
の
数
と
十
五

年
三
月
ま
で
の
予
想
数
、
け

が
や
不
慮
の
事
故
等
を
考
慮

し
て
四
七
〇
頭
分
の
九
四
〇

万
円
を
今
回
予
算
計
上
し
た
。

議
員

Ｂ
Ｓ
Ｅ
と
判
定
さ
れ

た
牛
の
焼
却
処
理
施
設
の
設

置
に
つ
い
て
、
市
内
の
県
湘

南
家
畜
保
健
衛
生
所
内
が
そ

の
有
力
候
補
で
あ
る
か
の
よ

う
な
報
道
が
な
さ
れ
、
地
域

で
は
驚
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
焼
却
処
理
施
設
計
画
の

現
在
の
動
向
を
伺
い
た
い
。

経
済
部
長

本
年
一
月
に
Ｂ

Ｓ
Ｅ
と
判
定
さ
れ
た
牛
の
焼

却
施
設
を
県
湘
南
家
畜
保
健

衛
生
所
内
に
設
置
し
た
い
旨

の
相
談
を
県
か
ら
受
け
た
。

市
で
は
、
対
応
を
検
討
し
た

結
果
、
県
に
再
考
を
要
請
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ

の
旨
を
要
望
し
た
。そ
の
後
、

地
元
の
方
々
か
ら
焼
却
施
設

反
対
の
要
望
書
が
、
県
・
市

に
提
出
さ
れ
た
の
で
、
地
元

の
考
え
を
県
に
伝
え
る
と
と

も
に
市
の
考
え
も
重
ね
て
要

望
し
た
。
現
在
、
県
で
は
こ

れ
ら
の
反
対
要
望
を
受
け
て
、

同
所
へ
の
設
置
は
確
定
で
は

な
い
と
し
、
計
画
の
推
進
を

保
留
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ＢＢ
ＳＳ
ＥＥ
問問
題題
へへ
のの
対対
応応

商商工工会会議議所所主主体体ででＴＴＭＭＯＯ構構想想策策定定へへ

感
染
牛
の
処
理
施
設

県
計
画
の
動
向
は

行
政
が
担
う
役
割

産
・
学
・
公
の
連
携

産
業
会
館
建
設
の
考
え

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の

学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数

の
標
準
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
昨
年
改
正
さ
れ
、
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

に
は
、
国
の
定
め
る
学
級
編

制
の
標
準
を
下
回
る
数
を
児

童
・
生
徒
の
基
準
と
し
て
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
学
級
編

制
の
標
準
が
従
前
の
ま
ま
で

あ
る
た
め
に
、
人
件
費
等
は

す
べ
て
自
治
体
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
実
施

の
第
七
次
定
数
改
善
計
画
に

よ
り
少
人
数
授
業
が
可
能
と

は
な
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
き
め
細
か
な
対
応
が
な

さ
れ
る
環
境
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

個
性
が
多
様
化
し
、
社
会

・
家
庭
環
境
が
複
雑
化
す
る

中
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
き
め
細
か
く
対
応
す

る
に
は
、
抜
本
的
な
学
級
編

制
及
び
教
職
員
定
数
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。

少
人
数
学
級
、
少
人
数
授

業
の
取
り
組
み
に
よ
る
明
ら

か
な
教
育
的
効
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
政

府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

一

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
尊
重
し
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
を
展
開

す
る
た
め
に
、
学
級
編
制

基
準
の
段
階
的
な
見
直
し

を
含
め
た
、
教
育
環
境
の

抜
本
的
な
改
善
を
行
う
こ

と
。

二

「
公
立
義
務
教
育
第
七

次
（
高
校
六
次
）
定
数
改

善
計
画
」
を
早
期
に
完
結

す
る
と
と
も
に
、
学
級
編

制
の
標
準
を
「
三
〇
人
」

と
す
る
、
新
た
な
教
職
員

定
数
改
善
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
四
年
六
月
二
十
四
日

平

塚

市

議

会

学学
級級
規規
模模
のの
縮縮
小小
・・
弾弾
力力
化化
、、
三三
〇〇
人人

以以
下下
学学
級級
なな
どど
のの
実実
現現
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

駅駅
周周
辺辺
のの
駐駐
輪輪
対対
策策

西
口
駐
輪
場
開
設
の
効
果
聞
く

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化にににににににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

商業後継者の参画が再生の鍵

（�）平成��年（２００２年）�月�日

行政・商業者連携で活性化へ努力

ひらつか議会だより

企
業
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
ど
う
把
握

▽
地
域
産
業
の
振
興

廃
用
牛
処
理
促
進
へ
補
助
金
を
交
付

プリント基板の製造会社（東豊田工業団地）
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